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ふ ぁ み さ ぽ 通 信 

 

狛江市ファミリー・サポート・センターだより 

●狛江市ファミリー・サポート・センター 

〒201-0013 狛江市元和泉 1-11-11 ひだまりセンター1F   tel.03-3480-1587 

開設時間が変わりました。 月～土曜日 10:00～17:00 日曜・祝日・年末年始はお休み 

 

※センターにお知らせのない活動は、活動中のケガ、事故があった際に保険の対象になりません。 

ご協力をお願いいたします。 

日頃よりファミリー・サポート・センター事業にご理解とご協力を 

ありがとうございます。 

昨年、春先からの新型コロナウィルス感染症の拡大にともない日常が一変し、

会員の皆様それぞれにご不安やご苦労の多い日々をお過ごしのことと存じます。 

当センターは昨年 4月に新施設へ移転し、間もなく１年を迎えようとしてい

ます。このような状況下でも『子育ての援助をお願いしたい方』と『子育ての

お手伝いが出来る方』との橋渡しが出来るよう、会員様の援助内容や心配事に

寄り添いながら、職員一同、地域の子育て支援に貢献していきたいと考えてお

ります。 

 

新年度も引き続き、会員の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願い 

いたします。 
狛江市ファミリー・サポート・センター長  日下美惠子 

 

 

利用会員さん

必見！！ 

 

令和 2年 12/5（土）に予定していた交流会は、新型コロナ感染症拡大のため、

中止となりました。 

お申込みいただいた会員の方々、楽しみにしてくださっていたのに申し訳あり

ませんでした。今のような状況が終わり、また交流会の企画でたくさん集まって

いただける日を楽しみにしています。         ファミサポ職員一同 

 

 

ファミサポ職員一同 

 

交流会 ～クリスマスリース作り～ 

 

① 会員の方の名前、お子様の名前 

② 依頼日時（〇月〇日〇曜日・〇時～〇時まで） 

③ 依頼内容（具体的に） 

④ 直接サポート会員に依頼したのか、センターで依頼する必要があるのか。 

『ふぁみさぽ通信』の発送について 

狛江市の「ふぁみさぽ通信」は、年に 2回（春・秋）発行しています。 

会員全員の方に郵送させていただいておりますが、今後郵送がご不要の方は 

センターまでお知らせください。 

「ふぁみさぽ通信」はこども家庭支援センター、市内の施設などに設置してあり 

ます。また、ファミサポの HPにてご覧いただけますのでそちらもご利用ください。 
中止になって 

しまいました 

～援助内容が決まったら～ 

 

◉年度末の集計があります。サポート会員さんは 3 月の活動報告書を 

4/3（土）までにご提出ください。 

 

 

 

 

◉お子様が通っている幼稚園や保育園、学校や学童等で 

新型コロナの感染者が出た場合、すでに援助を依頼している場合は

すみやかにセンターにお知らせください。 

感染拡大を防ぐためにも援助をお断りする場合があります。 

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

■依頼内容を明確にセンターにお知らせください！ 

特にメールでご連絡をいただく場合、詳細がわかりにくいことがあります。 

 

◉ファミサポの緊急携帯連絡先が変わりました。 

Tel.070-2208-7032 (6:00~22:00) 

（緊急連絡用です。ご依頼やキャンセルはセンターへご連絡ください。） 



 

 

9 サ ポ ー ト 会 員 養 成 講 習 会 
 

 18年前、愛知県で仕事を続けながらの子育て中、 

ファミリーサポートにお世話になりました。残業で 

長男の保育園のお迎えに間に合わない日、実家は遠 

く、夫の協力も期待できない・・・、その時お世話に 

なったファミサポさんがどんなにありがたかったか！ 

その後、狛江に転居、次男出産を機に狛江でも利用

会員になり、7 年前、今までの感謝とお返しの気持

ちでサポート会員になりました。 

 サポートでは、お子さんがサポートの日を楽しみ

にして来て、笑顔で帰れるようにと心がけています。

事前の打ち合わせでは、当日の「お楽しみ」も一緒に

考えます。おやつ選びや、図書館、公園へのお出かけ

など、何かワクワクすることが待っている！楽しそ

う！になるように。 

お子さんを預ける時のお家の方の不安や心配を少し

でも減らし、安心していただけたらと思っています。  

 サポート活動は責任もあり、預かるお子さんの年

齢も個性も違うので大変さもあります。 

 

サポート会員 I さん 

でも、ガールズトークをしながらリカちゃん人形で

遊んだり（我が子では体験できなかったから新鮮！）、

「鬼●の刃」を読破した小学生から出される難関ク

イズに答えられず、こっそり全巻読んでリベンジし

たり・・・ 

そして、何より嬉しいのは、お子さんの成長に感

動できることでしょうか。 

赤ちゃんの頃お預かりしたお子さんが、立派な年

長さんに！とか、入学時、教室までついていきたく

なるほど心配だったお子さんが、「ひとりで行けるか

ら大丈夫！」とかっこよく登校して行った！など・・。 

 今後も、利用会員さんに安心してお子さんを任せ

ていただけるようなサポート活動を楽しみながら、

感動をもらいながら続けていけたらと思います。 

 

 

 

日時： 

【第１回】令和 3 年 5 月 19 日（水）～22 日（土） 9：30～15：30  

【第２回】令和 3 年 8 月  4 日（水）～ 7 日（土） 9：30～15：30 

 
場所：ひだまりセンター2階 

※予定が変更になることがあります。 

受講希望の方はセンターまで詳細をお問い合わせください。 

 

※4日間の受講が必要ですが、未受講のカリキュラムを 

次回以降の講習会に繰り越すこともできます。 

 

毎朝７時 15分過ぎにサポート会員さんのお宅に 

我が子を送るのが日課になって、数年たちます。 

 私の仕事の始業が朝早く、子どもより先に出るこ

とになるので、小学校の校門が開く時間まで１人家

で過ごさせることに不安がありました。ファミリー

サポートセンターに相談したところ、忙しい朝の時

間でも引き受けてくださるサポート会員さんに依頼

していただけて、安心して職場に向かうことができ

ています。 

 サポート会員さんは、元気過ぎることがある我が

子を「男の子にはよくあるよね～」と大らかに受け止

め、時には諭してくださいます。かなりご迷惑をおか

けしているので「またやったらサポート会員さんの

おうちに行けないよ」と言うと、「やだ！」と。とて

も居心地のいい場所と思っているようです。 

 

 

また、サポート会員さんのお宅までは元気で行

くのに、「学校に行きたくない」と、お宅から出た

がらないことが何度かありました。私も心配しま

したが、学校の先生方もサポート会員さんと連携

して見守り続けてくださり、程なく毎日時間どお

りに学校に着くことができるようになりました。

たいへん感謝しています。 

息子には親の他にも見守ってくれる大人がいる

ことが自分の成長の助けになっていることを、今

はまだよくわかっていないかもしれません。けれ

ど、何かができるようになる度に、それが貴重な

ことであることを理解していくと思います。今後

もお願いしたいです。 

 

 

 

利用会員 Nさん 

 

利用会員の方も 

サポート会員に 

なりませんか？ 

お待ちしてます。 

 

 

サポート会員の 

お子さんと 

どんな女子トーク！？ 

 
絶妙な距離感で

送迎の援助中！！ 

 今日は何を 

描こうかな？ 

 UNOは盛り上がります！ 

 

ベビーカーで 
お散歩しながら
保育園の送迎 

今後の予定 

～会員さんの声～ 


